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1．はじめに
　坪内逍遙（1859～ 1935）は、安政 6年美濃国加茂郡太
田村に生まれ、11歳から 18歳まで名古屋で育った。名古
屋には当時日本一といわれた貸本屋の大惣があった。芝居
好きの母ミチの観劇の参考に草双紙等を借りに行った勇蔵
少年は、すっかり江戸文学に耽溺し、大惣に足繁く通った。
寺子屋が休みの日には弁当・座布団持参で大惣の土蔵の中
で終日読みふけったという。曲亭馬琴や十返舎一九も訪れ
た大惣は、いわば当時の“私立図書館”のようなもので、
後年大惣について「文学的素養はあの店の雑著から得た・・
大惣は私の芸術的心作用の唯一の本地即ち〈心の故郷〉で
あった」（「少年時に観た歌舞伎の追憶」）と記している。
　明治 31年（1898）東京専門学校で教鞭をとっていた逍
遙のもとに大惣から蔵書処分の相談が届く。出来れば図書
館か逍遙に一括でという希望があったようだが、当時は学
校も財政上厳しく断念せざるを得なかった。
2．逍遙と早稲田大学図書館
　明治 35年（1902）10月、東京専門学校は新学制によ
り早稲田大学となり、初代大学図書館長となった市島春城
と逍遙は、図書館の分類方法や和漢書目録の修正等につい
て検討している。まだ蔵書数も少ない頃であり、逍遙は市
島等と共に図書の寄託や寄贈もしている。また饗庭篁村所
蔵曲亭馬琴『南総里見八犬伝』自筆稿本 46冊購入の紹介
をするなど貴重書の収集にも尽力し、図書館開催の展覧会
でも明治 42年（1909）10月「近松文学祭」、大正 5年（1916）
「沙翁 300年記念展覧会」展示の際には、陣頭指揮をとった。
3．逍遙日記を読む
　こうした逍遙と早稲田大学図書館との関わりは早稲田大
学演劇博物館所蔵の「逍遙日記」からも確認することがで
きる。日記は逍遙自身の手控えのためで、淡々と事項を記
し、来客・来簡・原稿の腹案・執筆・図書の借用・睡眠な
どが、独特の書体で書かれている。明治 20年（1887）29
歳から没年の昭和 10年（1935）1月まで記されているが、
残念ながら明治 42年（1909）までは完全ではない。
○関東大震災当日の大正 12年（1923）9月 1日の日記に
は「午前十時大隈会館にて十月の演劇展覧会に関して高田、
市島、片山、伊坂、黒須等会合　相談了りて、十二時食卓
に就かんとする途端大震　皆々庭内へ出る、庭亀裂を生じ、
応用化学室失火、大講堂一部崩れ落ち、会館の土蔵一棟崩
壊す」（図 1参照）とある。
　幸い逍遙の自宅も大学図書館も大きな被害はなかった
が、多くの人命と共に、文化財や個人所蔵の貴重な図書が
失われ、逍遙は大きな衝撃を受けた。直ちに自らの蔵書す
べてを大学図書館に寄贈することを決め、こうと決めたら
即実行の逍遙は、まだ余震が続く中、家族総出で図書の荷
造りをして送りだし、数回に分け、4387冊に及んだ。9
月 5日の日記に「大石、大造、図書館小使二人、古川夫婦、
ため子、れつ子、女ども働きて蔵書一切を大学へ寄贈の手
続をなし、約三分一を車送す」（図 2参照）とある。逍遙
邸に避難した人も総動員であった。逍遙は被災した知人門
弟に見舞の品に添えて「火々即生々」の書に再生の鳥フェ
ニックスを描いた画讃を贈って励ました。
○「逍遙日記」の中で大学図書館への寄託や寄贈の記載
も見られる。例えば、明治 36年（1903）7月 6日「午前
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をかたづけ　蔵書大抵 Libraryにあづける」、明治 42年
（1909）7月 20日「午後　弥生町行　書物のえり分けを
なし、露書だけを早稲田の図書館にあづけることゝす」こ
れは親友二葉亭四迷の遺した図書の寄託の件である。大正
14年（1925）10月 4日には「芝居絵を更に三百枚ほど早
大図書館に寄贈す」、翌年 7月 5日「残餘の蔵書を早大図
書へ寄贈す」などとある。
○昭和 3年（1928）10月 27日、逍遙の古稀と「シェー
クスピヤ全集」の完成を記念して逍遙宿願の演劇博物館が
完成した。当日の日記には、「快晴」、午前中動坂の高田早
苗を訪れ、「早大図書館の沙翁書類、演劇書類を演博へ引
渡しの件依嘱」、そして万感の思いを込めて「一時より演
博開館式　了」と記した。（図 3参照）。
　役者絵を歌舞伎の画証資料と考えていた逍遙は、浮世絵
商小林文七が、膨大な役者絵コレクションを手放すと聞
き、大正 5年（1916）12月 21日の維持員会で市島、高
田に相談した。市島春城の日記「雙魚堂日誌」には「午後
学校の維持員会ニ臨む、坪内よりドラマテック、ミユゼア
ム云々の談出で小林文七ニ対し急ニ相談を要する件出来　
薄暮同人を浅草駒形に訪ひ　伴ふて大金亭ニ晩餐を共に
し」たとあり、即日交渉を開始した。図書館では翌年、錦
絵 19,619枚、番付等 285帙を購入し、逍遙はその整理考
証にあたった。小林方所蔵の多くの貴重な肉筆浮世絵は、
後に関東大震災で全て焼失したという。この役者絵購入が
博物館構想の端緒だった。
　演劇博物館開館に際し、役者絵と番付は博物館に移管さ
れ主要な資料となった。大学図書館所蔵の演劇図書も、逍
遙の要望にこたえ、演劇関係図書 4,531冊が移管された（特
別図書 901冊は昭和 5年、沙翁注釈書 305冊は昭和 8年
移管）。こうして日本初の演劇専門図書室は、博物館開館
の翌年 10月に開室した。
○逍遙は研究・執筆・講演準備などに、大学図書館をしば
しば利用している。日記には「図書館」「早大図書」「Library」
の記述がおよそ 150回、図書館員の小林堅三、毛利宮彦、
逍遙の甥坪内大造などの名前も合せると 200回以上とな
る。「図書館行」あるいは「図書館から借用」「図書を送り
越す」などと記入があり、研究や執筆の参考としていたこ
とがわかる。
○明治 37年（1904）4月 5日の項には「山田（清作）を
図書館に遣してMarlowe 信長記を借出す」とある。逍遙
は信長を主人公にした「驕児信長」の執筆を考えていた。「驕
児信長の筋　忽然として成る」など、構想ができたり、ま
た行き詰まったりしながら、昭和 7年（1932）6月 23日
の「信長考案成らず」の記述まで 22回ほど出てくるがつ
いに作品としては完成しなかった。逍遙は信長をどう描こ
うとしたのだろうか。逍遙には「竹取の翁の死」の構想も
あった（昭和 3年 12月 9日の日記）。
○昭和 9年（1934）、逝去の 3か月前、逍遙は体調不良を
おして『新修シェークスピヤ全集』最終巻の改訂に着手し
つつ、雑誌『藝術殿』のために「柿の蔕」「訓點復古」の
執筆準備をしていた。11月 28日に図書館から送られた『點
例』『訓點復古』が最後の早稲田大学図書館図書の利用と
なった。
4．おわりに―逍遙書屋の蔵書
　熱海双柿舎の庭内には書庫と書斎を兼ねた逍遙書屋があ
る。夫人没後の昭和 24年（1949）5月、書屋内の蔵書は、
熱海関係は熱海図書館へ、演劇関係は演劇博物館へ、その
他 5082冊は早稲田大学図書館に寄贈された。現在中央図書
館の逍遙文庫の書架に並ぶこれらの図書は、逍遙が日常使っ
ていたもので、背文字が薄くなると逍遙自ら墨や朱で上書
きしている。この背書きのある図書はざっと 100冊くらい
になろうか。「歌舞伎研究」や「浮世絵志」「絵馬百種」など、
踊るような逍遙の筆跡が目に飛び込んでくる。楽しみなが
ら逍遙が開いた図書も多いのではと思われる。この文庫の
棚の間に立つと逍遙の思いが伝わってくるようである。
　（2016.5退職　※冒頭の所属は執筆依頼時のもの）
【図 3】逍遙日記　昭和 3年 10月 26・27日
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